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　やすぎ地区本部は６月12日、安来市総合文化ホールアルテピアで開かれ
た安来地区仕事発見セミナーに参加しました。
　同セミナーは島根県雇用政策課と安来市定住産業
課の共催で、安来市と松江市の高等学校、特別支援
学校高等部に在籍する全生徒と保護者、教職員を対
象とし、安来市に事業所のある企業への就職促進を
目的に実施されています。今年は企業数10社と生
徒を含む学校関係者約80名が参加しました。

　当日は２部構成形式で進められ、１部ではＪＡの事業説明、２部では追加説明や
質疑応答を行い、ＪＡの業務内容や働く環境等について説明を行いました。
　総務課の原直樹課長は「地域の将来を担う生徒の皆さんに、ＪＡの果たす役割と
魅力を直接伝えることができ、有意義な時間となりました。生徒の皆さんが将来を
考える上で、ＪＡを一つの選択肢として捉えてもらえるよう、今後もこうした交流
の場を大切にし、情報発信を続けていきたいと思います」と話しました。

　やすぎ女性部は６月17日、やすぎ地区本部２階小会議
室で家の光手芸教室を開催しました。当日は同部員７名が
参加し、家の光４月号に掲載のリネンコードで作るポット
マットを作成し交流を深めました。今回作成したポット
マットは天然素材のリネンコード（麻のロープ）を型紙に

沿わせて編むことで完成するもので、やかん置きや鍋敷
きにも活用でき、天然素材ならではの自然な風合いで汚
れが目立ちにくいのが特徴です。
　参加した部員は「ロープを編むだけで簡単に作ること
ができると思っていたが、意外と難しかった。無事完成
してよかった」「難しかったが、楽しく作ることができた」
と話しました。

　赤屋小学校の１～４年生10人は６月４日、伯太町下小竹の新田谷地区でサツマ
イモ「紅はるか」の苗120本を定植しました。この活動は同地区の足立年禧さん
が中心となり、児童たちとの交流や食農教育を目的に毎年実施されています。当
日は地域の協力者やＪＡ職員も一緒に作業しました。足立さんが「雨天のため延
期となり、定植本数が昨年の１／３程度になってしまいましたが、元気よく事故の
無いように、皆さんの話をよく聞いて作業してほしい」と挨拶し、定植方法等の説
明を受けた後、竹の棒を使って苗を植え付け、水やり、土をかぶせるなど、地域
住民と協力して手際よく作業しました。

　児童たちは「上手に植えることができて良かった」「イモ掘りが楽しみ」と笑顔
で話しました。足立さんは「秋に皆さんと収穫できるよう管理に努めたい。その芋
での焼き芋も予定しているので楽しみにしていて下さい」と話し、当日参加した赤
屋店の浦瀬宏治店長は「秋にはまた、みなさんで楽しく収穫できるように、たくさ
ん実ってくれるといいですね」と話しました。定植を終えた児童たちは地区の皆さ
んに「ありがとうございました」と元気な声でお礼を伝えました。

女性部　家の光手芸教室　開催

赤屋小学校　サツマイモ定植

安来地区仕事発見セミナー
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　農事組合法人ファーム宇賀荘、ＪＡしまねやすぎ地区本部、グリーンコープ生協とっ
とりの３者が協力し、６月７日に生協組合員家族を中心に招いて、どじょう米（特別
栽培米）の田植え交流会を開きました。
　当日は今年から同法人構成員家族も参加し、約
100人が長さ100ｍの有機米圃場に一列に並んで
「きぬむすめ」の苗を２反ほど丁寧に手植えし、同
市特産のドジョウの幼魚を圃場に放流しました。同
地区本部の中尾武本部長は「米を生産して食べるま
でには88の工程が必要だと言われており、昔なが
らの手植え体験は貴重な経験になると思う」と話し、
参加した家族は「植えるのは大変だっ
たが、良い体験ができた。」と笑顔で
話しました。また、田植え終了後の昼

食会では、昨年の交流会で収穫したお米とグリーンコープ商品のご飯のお供
を食べながら生産者と消費者が意見交換をして交流を深めました。
　同法人は2022年に有機ＪＡＳ認証を取得するなど安全・安心な農業に力
を入れており、同法人の高橋圭吾代表理事組合長は「曇天だったが、雨が降
らずに無事田植えを終えることが
できてよかった。どじょうの放流
についても楽しんでいただけたと
思う。また、当組合の安全・安心
な米づくりについて理解いただけ
たと思う。秋の稲刈り交流会もぜ
ひたくさんの人に参加いただけた
ら嬉しい」と期待を込めました。

田植え体験で産地との交流

　赤屋和牛部会は６月８日、赤屋小学校前駐車場で赤屋畜産まつり（和牛共
進会）を開催しました。当日は、牛と直接ふれあう体験学習の一環で地元の
赤屋小学校、認定こども園赤屋の児童と園児29人も参加し、地域やＪＡの
関係者らも含めて多くの人で賑わいました。出品牛は生後４～５カ月の肉用
種牛４頭で発育判定はすべて５以上と非常に良好、審査員２名が厳正に審査
し、塩見秀雄さんの「くみこ５号」が体上線、体下線の強さ、全躯・中躯・
後駆の曲線の滑らかさ、脂質の良さ、毛質の柔らかさ、乳房の容積等、雌牛
らしい品位を兼ね備えていたと高い評価を受けて首席に輝きました。塩見さ
んは３年連続の首

席受賞となり「血統の良い牛を飼っているので、良い牛ができる
のかなと思う。乾草を中心に与えるなど、特別なことはしていな
いが、牛を可愛がることが一番、気持ちが伝わって良い牛になる
と思う。来年開催の北海道全共にも出られたら嬉しい」と期待を
込めました。
　児童や園児は牛の感触や反応に歓声を上げ、「牛さんの毛がモフモフし
ていて気持ちよかった。可愛かった」と話し、同部会の足立年禧部会長は「牛
とのふれあいを通して、子どもたちの中から、一人でも二人でも将来畜産
関係に携わってくれることを期待したい。また、赤屋畜産まつりが赤屋地
区の活性化の一助になれば」と話しました。審査結果は次の通りです。

赤屋畜産まつり開催

首　席　塩見 秀雄「くみこ５号」
次　席　田口 好美「みさみつくん号」
優良賞　秦　 浩恭「あきはなみずき号」
優良賞　田口 好美「るかひめ号」
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　やすぎ女性部は６月27日、広瀬町の菅原交流センターで防災教室を開催しました。
　同教室は、同女性部、菅原自治協議会、菅原交流センター、菅原自主防災との共催で開かれ、当日は地域住民18名が参
加。毎年恒例の害虫除けのホウ酸だんご作りをはじめ、災害時の備えとして、ＪＡ担当者から“マイ防災ボトル（家の光掲
載）”が紹介された後、防災食の作成と試食が行われました。防災食については、
ポリ袋内に材料を入れて混ぜた“サバ缶とワカメのゴマ和え”と紙コップの中に味
噌、だしの素、干しシイタケ、干し大根、ねぎを入れた“即席みそ汁”を作成し、
参加者は「乾物はしっかりお湯等で戻さなければならないという固定観念があっ
たが、ちゃんと食べられるんだなと勉強になった」「サバの水煮缶を初めて食べ
たが、おいしかった」等と感想を話しました。年始に発生した地震災害による防
災意識の高まりもあり、参加者は熱心に耳を傾けていました。菅原交流センター
は「今後も防災に関する勉強会を継続して開催していきたい」と話しました。

女性部　菅原防災教室　開催
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直
売所情報コーナ

ー

みその日
特売、せんべいのお買い得販売あり

8/11（火）～8/12（水）

8/11（火）～8/12（水）

毎週水曜、日曜は
おさいふカード
ポイント

2倍デー
5の付く日は、
“コープの日”
※おすすめのエーコープ商品が
いつもよりお安くご購入できます。

盆用品コーナー開設
きなこ、吊り飾り、麻がら、線香など

7/17
（金）

7/30
（木）

盆の花市

盆の花市

両日  朝 7：00～18：00

7：00～16：00

営業時間拡大　

グリーンセンターはしま店

COOP

7/31
まで中元受付中

10の付く日は、
卵の日

なかうみ菜彩館

お米の日
10:00～ お米ガチャ

7/18
（土）

お米にかかわる何か
が当たるガチャ

１回
200円

清水羊かんすくい
10:00～ 清水羊かん３社（３種）のすくいどり

7/19
（日）

１回
500円

グリーンセンターはしま店

8/14（金）8/10（月） 臨時休業臨時営業

7/23
（木）～

国産

うなぎ販売！
無くなり次第終了
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令和８年度　第2回
やすぎ地区本部運営委員会　議題

令和８年６月11日（木）
赤江支店２階

報告事項
　○第12回島根県農協通常総代会議案について
　○営農経済部からの報告事項
　○子会社等の令和７年度決算報告並びに令和８

年度事業計画について
　　・（有）ジェイエイやすぎサービス
　　・（株）しまねトーヨー
　　・（株）サン・フードやすぎ

協議事項
　○安来農業の未来を考えるワークショップ企画

関係

      
　令和８年６月の全国主要子牛市場平均価格（全農・畜
産生産部６月23日現在速報）は、雌786,424円（前月比
101％）、去勢898,729円（前月比101％）、計848,657
円（前月比101％）で“堅調”の取引となっています。
　本県６月の子牛市場は中央で234頭の取引があり、平
均価格は雌809,364円（前回比２千円高）、去勢891,424
円（前回比24千円安）、平均853,901円（14千円安）で “軟
調”の取引となりました。
　６月の上場牛については、去勢は発育が良い牛が多
かった半面、メスは過肥な牛が散見されました。市場開
設日は気温も湿度も高く、市場終了後の繋ぎ場で呼吸が
あがっている牛が多く見られました。これから気温が高
くなってくることが予想されます。市場前には牛をきれ
いに掃除することは基本ですが、暑い時期には水で洗い、
毛の中に入り込んだ汚れを洗い流してあげることも熱中
症対策に有効な手段ですので、是非今後の管理に取り入
れていただきたいと思います。
　また、購買者から「削蹄していない牛が多い」との指
摘を度々されています。蹄を整えて、安定した立ち方・
歩き方に改善すると、牛の負担が減り、余分なエネルギー
の消耗が抑えられたり、食欲の増進も期待できます。子
牛の時期に蹄が整えてあると、肥育に入り出荷されるま
での削蹄回数が減り、肥育農家の方にも喜ばれます。市
場上場までに削蹄を実施し、購買したいと思われる子牛
の上場をお願いします。

全国は“堅調”、本県中央は“軟調”の取引と
なる。

６月子牛市場県外移出頭数
宮崎県 山口県 鹿児島県 滋賀県 岐阜県 三重県 福岡県 その他 合計 県外移出率

雌 4 2 13 12 2 11 0 25 69 63.89%

去 11 11 0 0 9 0 11 15 57 43.85%

合計 15 13 13 12 11 11 11 40 126 52.94%
（頭数評価含）

島根中央子牛市場
（単位：円・頭）

地区区分
種別区分 安来地区 伯太地区 広瀬地区 地区平均 中央市場

雌

平均価格 835,529 824,450 849,200 838,829 809,364

頭　数 7 2 5 14 107

最高価格 902,000 853,600 917,400 917,400 957,000

ヌ
キ

平均価格 868,756 867,900 924,733 883,061 891,424

頭　数 9 8 6 23 1,213,300

最高価格 917,400 915,200 949,300 949,300 127

総平均価格 854,219 859,210 890,400 866,324 853,901

合計頭数 16 10 11 37 234
【税込価格】

市 況 動 向

税務相談会日程
●安来東支店　８月４日（火）10時～12時
●伯 太 支 店　８月４日（火）13時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　15時30分
●広 瀬 支 店　８月21日（金）10時～12時

8月の外務日は
19日（水）・20日（木）
担当職員がお伺いします。

◎新規契約（令和８年７月１日付）
▼安来南支店信用課・三宅愛奈（派遣職員）
◎異動（令和８年７月１日付）（　）内は旧部署
▼安来東支店信用課・松田麻里子（安来東支店
信用課事務見習い）
◎異動（令和８年７月６日付）（　）内は旧部署
▼赤江支店信用課・松田麻里子（安来東支店信
用課）

人事異動
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